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このドキュメントの使用法

■ 概要 – Universal Host Bus Adapter のトラブルシューティングおよび保守を行う方法に
ついて説明します

■ 対象読者 – 技術者、システム管理者、および認定サービスプロバイダ
■ 前提知識 – ハードウェアのトラブルシューティングや交換に関する豊富な経験

製品ドキュメントライブラリ
この製品および関連製品のドキュメントとリソースは http://docs.oracle.com/cd/
E24648_01/index.html で入手可能です。

フィードバック
このドキュメントに関するフィードバックを http://www.oracle.com/goto/docfeedback からお
寄せください。

http://docs.oracle.com/cd/E24648_01/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E24648_01/index.html
http://www.oracle.com/goto/docfeedback
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 1 ♦  ♦  ♦        第    1    章 

Universal HBA の概要

この章では、QLogic テクノロジを使用したロープロファイルのデュアルポート PCIe HBA で
ある Oracle の Sun Storage 16 Gb Fibre Channel (FC) PCIe Universal Host Bus
Adapter (HBA) の基本的な概要を示します。さらにこの章では、Universal HBA をサポート
する各種のオペレーティングシステム、ホストプラットフォーム、ストレージ、およびインフラストラ
クチャー構成について説明し、Universal HBA の環境要件の一覧を示します。

この章には、次のセクションが含まれています。

■ 9 ページの「キットの内容」
■ 10 ページの「Universal HBA の機能および仕様」
■ 13 ページの「オペレーティングシステムおよびテクノロジの要件」
■ 14 ページの「ブートサポート」
■ 14 ページの「システムの相互運用性」
■ 16 ページの「ストレージのサポート」
■ 17 ページの「環境要件」

キットの内容

■ ロープロファイルの固定部品が取り付けられた Sun Storage 16 Gb Fibre Channel
PCIe Universal Host Bus Adapter、QLogic

■ 標準の PCIe 固定部品
■ ドキュメントへのアクセスに関するドキュメント
■ 中国版 RoHS 指令による含有情報開示
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Universal HBA の機能および仕様

Oracle の Sun Storage 16 Gb Fibre Channel PCIe Universal Host Bus Adapter
(HBA) (パーツ番号 7101674) は、QLogic テクノロジを使用したスタンドアロンの PCIe ロー
プロファイル Universal HBA です。HBA は動作プロトコルモードを 2 ポートの 16 Gb FC
HBA から 2 ポートの 10 GbE ファイバチャネルオーバーイーサネット (FCoE) コンバージド
ネットワークアダプタに変更できる構成可能ボードであるため、汎用とみなされます。Universal
HBA では、次の 4 つの構成が可能です。

■ 10 GbE FCoE 銅 – この構成では、Twinax 銅ケーブル接続と 10 GbE FCoE HBA 機
能が提供されます。この Universal HBA 構成では、光トランシーバモジュールは取り付け
られていません。

■ 16 Gb FC SW (短波長) 光 — この構成では、Universal HBA の SFP+ コネクタに 16
Gb FC 短波長の光トランシーバモジュールを取り付けて、16 Gb ファイバチャネル HBA
機能を有効にする必要があります。

■ 10 GbE FCoE SR (短距離) 光 — この構成では、Universal HBA の SFP+ コネクタ
に 10 GbE 短距離の光トランシーバモジュールを取り付けて、10 GbE FCoE コンバージド
ネットワークアダプタ機能を有効にする必要があります。

■ 16 Gb FC LW (長波長) 光 — この構成では、Universal HBA の SFP+ コネクタに 16
Gb FC 長波長の光トランシーバモジュールを取り付けて、16 Gb FC HBA 機能を有効に
する必要があります。 

図1-1「SFP+ トランシーバモジュールが取り付けられた Sun Storage 16 Gb FC PCIe
Universal Host Bus Adapter、QLogic」 には、光トランシーバモジュールが取り付けられて
いるが、ケーブルは接続されていない Universal HBA の物理機能を示します。
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図   1-1 SFP+ トランシーバモジュールが取り付けられた Sun Storage 16 Gb FC PCIe Universal Host Bus
Adapter、QLogic

表1-1「Universal Host Bus Adapter の機能と仕様」 に、Universal HBA の機能と仕様
の一覧を示します。サポートされているオペレーティングシステムのリストについては、表1-2「サ
ポートされるオペレーティングシステム/テクノロジのバージョン (最小)」 を参照してください。

表 1-1 Universal Host Bus Adapter の機能と仕様

機能 説明

フォームファクタ 標準的なロープロファイルフォームファクタ

コネクタのタイプ サポートされているスイッチの製造元 (15 ページの「スイッチの互換性」を参照) の
Twinax ケーブルで接続できる、または次のトランシーバを取り付けることができる SFP+
(Small Form-factor Pluggable Plus) ケージ:

■ SFP+ 16 Gb FC 短波長 (パーツ番号 7101676)
■ SFP+ 10 GbE FCoE 短距離 (パーツ番号 7101678)
■ SFP+ 16 Gb FC 長波長 (パーツ番号 7101680)

PCIe 仕様の遵守 ■ PCI Express Base Specification Revision 3.0

レーン ■ PCI Express Gen 2 x8
■ PCI Express Gen 3 x4 (x8 メカニカル)
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機能 説明

PCIe のホットプラグおよびホットスワップ機
能

サポート

最大消費電力 約 24 ワット

Solaris の動的再構成 サポート

ハードウェアにおける FCoE の完全オフロード サポート

ブートサポート ファイバチャネル、ファイバチャネルオーバーイーサネット、およびすべてのオペレーティング
システム用のイーサネット (14 ページの「ブートサポート」を参照)

テストスイート Oracle VTS ソフトウェアによって提供

RSS (Receive Side Scaling) サポート

MSI-X サポート

ファイバチャネルサポート ■ 16/8/4 自動ネゴシエーション付きデュアルポートファイバチャネル
■ サポートされているトポロジ: FC-SW スイッチドファブリック (N_Port)、FC-AL 調停

ループ (16 Gb ではサポートなし) (NL_Port)、およびポイントツーポイント (N_Port)
■ デュアルポートのファイバチャネルオーバーイーサネット

FC と FCoE の互換性 ■ Fibre Channel Physical and Signaling (FC-PH、FC-PH2、FC-PH3)
■ Fibre Channel Generic Services (FC-GS-3)
■ Fibre Channel Framing and Signaling (FC-FS)
■ Fibre Channel Physical Interface (FC-Pl)
■ Fibre Channel Tape および Medium Changer (FC-Tape)
■ Fibre Channel Protocol for SCSI (FCP-3-SCSI)
■ Fibre Channel Switch Fabric (FC-SW-4)
■ Fibre Channel Protocol for SCSI Support (FC-FCP、FC-FCP2)
■ FMA のサポート
■ サポートされているすべてのオペレーティングシステムの FC および FCoE ブートコー

ド

Ethernet および NIC サポート 標準 Ethernet および拡張 Ethernet:

■ IEEE 802.1Q VLAN
■ IEEE 802.1p および 802.1D
■ IEEE 802.3x
■ IEEE 802.1Qbb
■ IEEE 802.1Qaz
■ DCBX CEE Rev 1.01

コントローラハードウェアのサポート:

■ 最小フレームサイズ 9K バイトのジャンボフレームサポート
■ ハードウェア TCP/UDP チェックサム生成
■ ハードウェア IPv4/IPv6 チェックサムオフロード
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機能 説明

■ ハードウェアラージセグメンテーションオフロード
■ ハードウェアヘッダーおよびデータ分割
■ 全二重操作をサポート
■ 最大 128 個の MAC アドレス
■ ユニキャストアドレスおよびマルチキャストアドレスのフィルタリング
■ VMware NetQueue
■ MAC アドレスまたは VLAN タグに基づくパケットフィルタリング
■ Microsoft RSS (Receive Side Scaling)
■ NIC チーミング
■ PCI のホットプラグ機能
■ PXE (Preboot Execution Environment) ブート
■ iSCSI ブート

オペレーティングシステムおよびテクノロジの要件

表1-2「サポートされるオペレーティングシステム/テクノロジのバージョン (最小)」 には、
Universal HBA に最低限必要なオペレーティングシステム (OS) とテクノロジのバージョンを
示します。

表 1-2 サポートされるオペレーティングシステム/テクノロジのバージョン (最小)

オペレーティングシステム/テクノロ
ジ

サポートされるバージョン (最小)

Oracle Solaris OS ■ x86 (64 ビット) プラットフォーム版 Oracle Solaris 10 1/13 (パッチ ID
149168-01 および 149176-03 適用済み)

■ SPARC プラットフォーム版 Oracle Solaris 10 1/13 (パッチ ID 149167-
01 および 149175-03 適用済み)

■ x86 (64 ビット) および SPARC プラットフォーム版 Oracle Solaris 11.1
(SRU 7 適用済み)

Oracle Linux OS ■ Oracle Enterprise Linux 5.9 (Unbreakable Enterprise Kernel
(UEK) 2.6.39-400 以上)

■ Oracle Enterprise Linux 6.4 (UEK 2.6.39-400 以上)

SUSE Linux OS ■ SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 10 SP4
■ SLES 11 SP2

Red Hat Linux OS ■ Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 5.89 (64 ビット)
■ RHEL 6.4 (64 ビット)

Microsoft Windows OS ■ Windows Server 2008 SP2+ (64 ビット)



ブートサポート

14 Sun Storage 16 Gb Fibre Channel PCIe Universal Host Bus Adapter、QLogic 設置ガイド • 2015 年 7 月

オペレーティングシステム/テクノロ
ジ

サポートされるバージョン (最小)

■ Windows Server 2008 R2 SP1 を含む (64 ビット)
■ Windows Server 2012

VMware テクノロジ ■ VMware ESX/ESXi 5.1
■ VMware ESX/ESXi 5.0

ブートサポート
表1-3「Universal HBA ブートサポート」 に示すように、Universal HBA 経由の FC SAN お
よび FCoE SAN ブートをサポートしています。

表 1-3 Universal HBA ブートサポート

オペレーティングシステム/テクノロジ FC SAN ブートサポート FCoE SAN ブートサポート

Oracle Solaris 10 1/13 はい いいえ

Oracle Solaris 11.1 はい いいえ

Oracle Linux 5.9 いいえ いいえ

Oracle Linux 6.4 いいえ いいえ

RHEL 5.9 はい† はい†

RHEL 6.4 はい† はい†

SLES 10 SP4 はい† はい†

SLES 11 SP2 はい† はい†

Windows Server 2008 SP2+ はい† はい†

Windows Server 2008 R2 はい† はい†

Windows Server 2012 はい† はい†

†インストール処理中にドライバの更新ディスクを使用した場合。ドライバの更新は、QLogic Web サイトの Oracle サポート領域 (http:
//driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx) で入手できます。

システムの相互運用性
このセクションでは、Universal Host Bus Adapter に対応しているプラットフォームおよびス
イッチについて説明します。このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 15 ページの「ホストプラットフォームのサポート」
■ 15 ページの「スイッチの互換性」

http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
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ホストプラットフォームのサポート

Universal HBA は、表1-4「プラットフォームのサポート」 に示すプラットフォームでサポートさ
れています。サポートされているプラットフォームの最新情報については、使用しているシステム
のプロダクトノートおよび Web ページを参照してください。

サポートされている OS およびテクノロジのバージョンについては、表1-2「サポートされるオペ
レーティングシステム/テクノロジのバージョン (最小)」 を参照してください。

表 1-4 プラットフォームのサポート

プラットフォーム サポートされる OS/テクノロジ

Oracle の SPARC サーバー

SPARC T4-1 Oracle Solaris

SPARC T4-2 Oracle Solaris

SPARC T5-2 Oracle Solaris

SPARC T5-4 Oracle Solaris

SPARC T5-8 Oracle Solaris

Oracle の x86 サーバー

Netra X3-2 Oracle Solaris、Windows、Linux、VMware

Sun Server X4-2 Oracle Solaris、Windows、Linux、VMware

Sun Server X4-2L Oracle Solaris、Windows、Linux、VMware

スイッチの互換性

注記 - これらのスイッチで発生する技術サポートの問題については、製品のドキュメントを参照
するか、スイッチの製造元に問い合わせてください。

Universal HBA は、次のファイバチャネル (FC) およびファイバチャネルオーバーイーサネット
(FCoE) スイッチへの接続をサポートします。

表 1-5 スイッチの互換性

スイッチ FC のみ動作プロトコルモー
ドのサポート

CNA 動作プロトコルモードの
サポート

Brocade 8000 (FCoE トップオブラック) スイッチ はい はい
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スイッチ FC のみ動作プロトコルモー
ドのサポート

CNA 動作プロトコルモードの
サポート

Brocade 300 FC スイッチ はい いいえ

Brocade 5100、5300 FC スイッチ はい いいえ

Brocade 6510 FC スイッチ (16 Gb) はい いいえ

Brocade DCX、DCX-4S、DCX8510 FC スイッチ はい いいえ

Cisco Nexus 5010 スイッチ はい はい

Cisco Nexus 5020 (FCoE TOR) スイッチ はい はい

Cisco 5548 FC/FCoE スイッチ はい はい

Cisco 9148 FC スイッチ (8 Gb FC) はい いいえ

Cisco MDS 9513 スイッチ はい はい

ストレージのサポート

このセクションでは、サポートされるスイッチ (15 ページの「スイッチの互換性」を参照) を
介して、Universal HBA に接続可能なサポートされるアレイとテープストレージデバイスを示し
ます。このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 16 ページの「アレイストレージのサポート」
■ 17 ページの「テープストレージのサポート」

アレイストレージのサポート

Universal HBA は、サポートされているスイッチを使用して、次のストレージデバイスへの接続
をサポートします。

■ Oracle の Sun Storage 2540 M2 アレイ
■ Oracle の Sun Storage 6180 アレイ
■ Oracle の Sun Storage 6540 アレイ
■ Oracle の StorageTek 6580、6780 (8G ビット/秒 FC ホストインタフェースカード搭載)
■ Oracle の Pillar Axiom 600 ストレージシステム
■ Oracle の Sun Storage 7110、7210、7310、7410 Unified Storage System
■ Oracle の Sun ZFS Storage 7120、7320、7420、7720 アプライアンス
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テープストレージのサポート
Universal HBA は、サポートされているスイッチを使用して、次のテープストレージデバイスへ
の接続をサポートします。

■ Oracle の StorageTek SL24 テープオートローダ
■ Oracle の StorageTek SL48 テープライブラリ
■ Oracle の StorageTek SL500 モジュラーライブラリ
■ Oracle の StorageTek SL3000 モジュラーライブラリ
■ Oracle の StorageTek SL8500 モジュラーライブラリ
■ Oracle の StorageTek Virtual Tape Library: VTL Value および VTL Value Plus
■ Oracle の StorageTek T10000B、T10000C テープドライブ
■ Oracle の StorageTek 9840C テープドライブ
■ Oracle の StorageTek 9840D テープドライブ
■ IBM LTO4
■ IBM LTO5
■ HP LTO4
■ HP LTO5

環境要件
Universal HBA の環境要件を表1-6「Universal Host Bus Adapter の環境要件」 に示し
ます。

表 1-6 Universal Host Bus Adapter の環境要件

仕様 動作時 非動作時

温度 0ºC から 55ºC、結露なし -40ºC から 70ºC、結露なし

相対湿度 (RH) 10% から 90% RH、結露なし、最高湿球温度 27ºC 93% RH、結露なし、最高湿球温度 38ºC

高度 3000 m 12,000 m

振動 0.20 G、全方向、5 - 500 Hz 正弦 1.0 G、全方向、5 - 500 Hz 正弦

衝撃 5 G、11 ms 半正弦 30 G、11 ms 半正弦
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 2 ♦  ♦  ♦        第    2    章 

Universal HBA の取り付けと取り外し

この章では、Universal Host Bus Adapter の取り付け方法および取り外し方法について説
明します。詳細な手順は、使用しているシステムの設置マニュアルまたはサービスマニュアルを
参照してください。

この章には、次のセクションが含まれています。

■ 19 ページの「ESD および取り扱いに関する注意事項の順守」
■ 20 ページの「初回設定」
■ 20 ページの「取り付けの準備」
■ 24 ページの「ハードウェアの取り付け」
■ 32 ページの「LED ステータスインジケータの理解」
■ 33 ページの「ハードウェアの取り外し」

ESD および取り扱いに関する注意事項の順守

注意 - 不適切な取り扱いや静電放電 (ESD) の結果として、Universal HBA が損傷する可
能性があります。静電気に弱いコンポーネントへの損傷を避けるには、常に Universal HBA を
注意して取り扱ってください。

ESD に関連する損傷の可能性を最小限に抑えるために、ワークステーションの静電気防止用
マットと ESD 用リストストラップの両方を使用してください。ESD リストストラップは、信頼でき
る電器店で購入するか、Oracle から直接購入できます (パーツ番号 250-1007)。ESD 関連
の問題が発生しないように、次の注意事項に従ってください。

■ Universal HBA をシステムに取り付ける準備ができるまで、Universal HBA は静電気
防止袋に入れておいてください。

■ Universal HBA を取り扱う際は、正しく装着しアース処理したリストストラップなどの適切
な ESD 保護処置を行い、適切な ESD アース手法に従ってください。
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■ Universal HBA を持つときは、コネクタや放熱板ではなく、プリント基板 (PCB) の角を
持ってください。

■ 静電気防止袋から出した Universal HBA は、適切にアース処理した静電気防止作業面
パッドの上に置いてください。

初回設定
表2-1「初回設定のタスク」 に、はじめて新しい Universal HBA を設定する際に必要なタス
クを実行する順に一覧表示します。

表 2-1 初回設定のタスク

タスク この実行方法を説明したセクション

ハードウェアの取り付けを準備します。 ■ 20 ページの「取り付けの準備」
■ 23 ページの「PCI 固定部品を交換する方法」
■ 21 ページの「SFP+ 光トランシーバモジュールの取り付けと取り外し 」

Universal HBA をシステムに取り付けます。 25 ページの「Universal HBA を取り付ける方法」

Universal HBA にケーブルを接続します。 ■ 27 ページの「銅ケーブルを接続する方法」
■ 28 ページの「光ケーブルを接続する方法」

必要に応じて、システムに電源を投入します。 30 ページの「電源を投入する方法」

Universal HBA の現在の動作プロトコルモードを確認
します。

36 ページの「現在の動作プロトコルモードの確認および変更」

取り付けの準備
Universal HBA を SFP+ 光トランシーバモジュールに接続するように構成することにした場
合は (10 ページの「Universal HBA の機能および仕様」を参照)、Universal HBA をシステ
ムに取り付ける前に、光トランシーバモジュールを取り付ける必要があります。

ただし、10 GbE FCoE 銅構成を使用して Universal HBA を構成することにした場
合、21 ページの「SFP+ 光トランシーバモジュールの取り付けと取り外し 」の手順を実行す
る必要はありません。

このセクションでは、オプションで Universal HBA 上の標準 PCI 固定部品を交換する方
法、および光トランシーバモジュールの取り付け方法と取り外し方法について説明します。この
セクションには、次のトピックが含まれています。
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■ 23 ページの「PCI 固定部品を交換する方法」。
■ 21 ページの「SFP+ 光トランシーバモジュールの取り付けと取り外し 」。

SFP+ 光トランシーバモジュールの取り付けと取り外し
このセクションでは、Universal HBA の SFP+ ケージに SFP+ 光トランシーバモジュール
を取り付ける方法、およびケージから取り外す方法について説明します。Universal HBA
上の PCI 固定部品を交換する場合 (23 ページの「PCI 固定部品を交換する方法」を
参照)、または Universal HBA の構成を変更する場合 (10 ページの「Universal HBA
の機能および仕様」および 36 ページの「現在の動作プロトコルモードの確認および変
更」を参照)、これらの手順の実行が必要になることがあります。これらの変更を行なったあと
は、25 ページの「Universal HBA を取り付ける方法」で説明するように、ハードウェアをシ
ステムに取り付けることができます。

このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 21 ページの「SFP+ 光トランシーバモジュールを取り付ける方法 」
■ 22 ページの「SFP+ 光トランシーバモジュールを取り外す方法 」

SFP+ 光トランシーバモジュールを取り付ける方法

Universal HBA の構成を変更するには、最初に Universal HBA の SFP+ ケージの 1 つに
SFP+ 光トランシーバモジュールを接続します。Universal HBA の機能は、取り付ける光トラン
シーバモジュールおよび手動構成によって異なります (後半の章で説明)。サポートされているト
ランシーバモジュールは次のとおりです。

■ 16 Gb FC SFP+ SW 光モジュール、QLogic (Oracle パーツ番号: 7101676) – 16 Gb
FC HBA 機能を有効にします。

■ 10 GbE FCoE SR XCVR モジュール、QLogic (Oracle パーツ番号: 7101678) – 10
GbE FCoE コンバージドネットワークアダプタ機能を有効にします。

■ Sun Storage 16 Gb FC SFP+ LW 光モジュール、QLogic (Oracle パーツ番号:
7101680) – 16 Gb FC HBA 機能を有効にします。

注記 - サポートされているトランシーバモジュールのみ使用できます。無効か未承認のトランシー
バが取り付けられていて、ボードがブートした場合、パフォーマンスの結果は予測できないものに
なる可能性があります。

SFP+ モジュールの取り付けと取り外しの際は、必ず次のガイドラインに従ってください。
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■ ケーブルを接続する準備ができるまで、モジュールからダストプラグを外したり、光ファイバ
ケーブルからゴムキャップを外したりしないでください。プラグおよびキャップは、モジュール
ポートやケーブルを汚れや環境光から保護します。

■ SFP+ モジュールを取り外して取り付けなおすと、耐用年数が短くなる可能性があります。
絶対に必要な場合以外は、モジュールを頻繁に取り外したり挿入したりしないでください。

■ ESD による損傷を防ぐには、19 ページの「ESD および取り扱いに関する注意事項の
順守」に示されたガイドラインに従ってください。

Universal HBA 上の SFP+ ケージに空きがない場合は、22 ページの「SFP+ 光トラン
シーバモジュールを取り外す方法 」で Universal HBA からモジュールまたは銅ケーブルを取
り外す手順を参照してください。次の手順に従って、Universal HBA に各光モジュールを取り
付けます。

1. SFP+ 光トランシーバモジュールをパッケージングから取り出します。

2. 保護用のエンドキャップを外します。

3. カチッという音がするまで、ロックハンドルを完全な水平位置まで引き出します。

4. SFP+ モジュールの角を持って、SFP+ モジュールを Universal HBA 内のスロットの位置に合
わせ、モジュールを開口部に差し入れます。

5. SFP+ モジュールの両方の角に対して均等に力を加え、スロットに確実に固定されるまでモ
ジュールを押し入れます。
モジュールがスロットにしっかり固定されると、カチッと音がします。

6. ロックハンドルを持ち上げ、押し入れて閉じ、SFP+ モジュールを所定の位置に固定します。
すぐにケーブルを接続する予定ではない場合は、ダストカバーまたはキャップを元に戻します。

注記 - 光トランシーバモジュールを取り付けたときにロックハンドルが手前に倒れている場合
は、モジュール全体を取り外し、取り付けなおす必要があります。ハンドルは、内部ロックとして
機能します。ハンドルが手前に倒れていると、接続されているように見えても、光トランシーバモ
ジュールが切断されている場合があります。

7. 25 ページの「Universal HBA を取り付ける方法」に進みます。

SFP+ 光トランシーバモジュールを取り外す方法
1. Universal HBA の SFP+ 光トランシーバケージから光ケーブルを切断します。



PCI 固定部品を交換する方法

第 2 章 Universal HBA の取り付けと取り外し 23

2. ロックハンドルを完全な水平位置まで引き下げて、モジュールのロックを解除します。

3. モジュールの両側をつかみ、SFP+ モジュールを引き出して SFP+ ケージから取り外します。

4. スロットから完全に離れるまでモジュールを引き出します。

5. SFP+ モジュールの光ケージに保護用のエンドキャップを装着します。

6. ロックハンドルを垂直位置まで押し込みます。

7. モジュールを外箱や静電気防止袋などの保護された環境に置きます。

PCI 固定部品を交換する方法

Universal Host Bus Adapter (HBA) は、ロープロファイル PCI 固定部品が取り付けられた
状態で出荷されます。この固定部品の長さは約 3.11 インチ (7.9 cm) です。標準の固定部
品は約 4.75 インチ (12.06 cm) で、外装箱に入れて出荷されます。Universal HBA を取り
付ける予定があるシステムで標準の固定部品が必要な場合は、このセクションで示す手順を
実行する必要があることがあります。

どの PCI 固定部品を取り付ける必要があるのかわからない場合は、システムのドキュメントを
参照してください。

1. 19 ページの「ESD および取り扱いに関する注意事項の順守」の説明に従って、ESD スト
ラップを手首に装着します。

2. SFP+ モジュールが取り付けられている場合は、Universal HBA からすべて取り外します (手
順については、22 ページの「SFP+ 光トランシーバモジュールを取り外す方法 」を参照)。

注意 - SFP+ モジュールを Oracle でサポートされているモジュールに交換しても、保証は無効
になりません。SFP+ モジュールを Oracle でサポートされていないモジュールに交換すると、
Universal HBA の保証やサービス性が無効になります。

3. Universal HBA から固定部品のねじを取り外します (図2-1「固定部品のねじの取り外し」 を
参照)。
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図   2-1 固定部品のねじの取り外し

4. 固定部品を取り外して、将来の使用のために保管します。

5. Universal HBA の穴に、交換用の固定部品の取り付け金具を合わせます。
LED の位置が固定部品の穴と適切に合っていることを確認してください。

注記 - トランシーバハウジングのアース端子よりも深く固定部品を押し込まないでください。

6. Universal HBA を固定部品に固定するねじを元どおりに取り付けます。

7. ステップ 2 で SFP モジュールを取り外した場合は、取り付けなおします (手順について
は、21 ページの「SFP+ 光トランシーバモジュールを取り付ける方法 」を参照)。

ハードウェアの取り付け
このセクションの手順に従って、ハードウェアを取り付けてください。
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■ 25 ページの「Universal HBA を取り付ける方法」
■ 27 ページの「ケーブルの接続」
■ 30 ページの「電源を投入する方法」

Universal HBA を取り付ける方法
1. Universal HBA を取り付けるシステムで Oracle Solaris OS が実行されている場合

は、55 ページの「Oracle Solaris OS 用のドライバソフトウェア」で説明するように、プラッ
トフォームに対応した 2 つのドライバパッチまたは SRU をインストールします。

2. ESD リストストラップを手首に装着します (19 ページの「ESD および取り扱いに関する注
意事項の順守」を参照)。

3. 使用しているシステムの設置マニュアルまたはサービスマニュアルを参照して、Universal
Host Bus Adapter を取り付ける適切な PCI Express スロットを確認します。

4. 必要な場合は、使用しているシステムのドキュメントを参照して、システムを停止して電源を切
り、電源ケーブルを抜きます。

5. 空いている PCI Express スロットから、システムケースとブランクパネルを取り外します。

6. Universal HBA を空いている PCI Express x8 以上のスロットに挿入します (図
2-2「Universal Host Bus Adapter の挿入」 を参照)。
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図   2-2 Universal Host Bus Adapter の挿入

図の説明

1 レバー
2 ねじ
3 Universal HBA 固定部品
4 スロットカバー
5 システムシャーシ
6 Universal Host Bus Adapter
7 PCI Express x8 スロット

7. Universal HBA がスロットに固定されるまで、Universal HBA をしっかり押し込みます。

8. パネルのねじまたはクリップで、Universal HBA の固定部品をケースに固定します。

9. システムのケースを元どおりに取り付けて、ケースのねじを締め付けます。

Universal HBA が取り付けられ、光ケーブルまたは銅ケーブルを接続する準備ができました
(27 ページの「ケーブルの接続」を参照)。
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注記 - ケーブルを接続するまで、システムの電源を投入しないでください。

ケーブルの接続

Universal HBA の現在の構成に適したタイプのケーブルを接続してください。

■ 10 GbE FCoE 銅構成の場合は、Twinax 銅ケーブルを敷設します (27 ページの「銅
ケーブルを接続する方法」を参照)。

■ 光構成の場合は、光ケーブルを敷設します (28 ページの「光ケーブルを接続する方
法」を参照)。

銅ケーブルを接続する方法

注記 - このセクションは、10 GbE FCoE 銅構成の Universal HBA にのみ適用されます。そ
の他のすべての構成については、28 ページの「光ケーブルを接続する方法」で光ケーブル
の接続手順を参照してください。

10 GbE FCoE 銅構成で Universal HBA に Twinax 銅ケーブルを接続するときは、必ず
15 ページの「スイッチの互換性」で示したスイッチでサポートされている SFP+ ダイレクトア
タッチ Twinax ケーブルのみを使用してください。

次の表には、10 GbE FCoE 銅構成の Universal HBA で使用可能なケーブルを一覧表示
します。

Brocade パーツ番号 Oracle パーツ番号 ケーブルの説明

SN-TWX-0101 SG-XSWBROSFP+1MIPK Brocade Twinax、1 m、1 パック、SN

SN-TWX-0108 SG-XSWBROSFP+1M8PK Brocade Twinax、1 m、8 パック、SN

SN-TWX-0301 SG-XSWBROSFP+3M1PK Brocade Twinax、3 m、1 パック、SN

SN-TWX-0308 SG-XSWBROSFP+3M8PK Brocade Twinax、3 m、8 パック、SN

SN-TWX-0501 SG-XSWBROSFP+5M1PK Brocade Twinax、5 m、1 パック、SN

SN-TWX-0508 SG-XSWBROSFP+5M8PK Brocade Twinax、5 m、8 パック、SN

注記 - 銅ケーブルを切断または接続する前に、システムの電源を切断する必要はありません。
Universal HBA は、ホットプラグ機能をサポートしています。
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Universal HBA には、承認済みの銅ケーブルを 1 本または 2 本接続できます。Universal
HBA に接続する銅ケーブルごとに、次の手順を実行します。

1. 銅ケーブルの一方の端を Universal HBA の空の SFP+ ケージに挿入します。
ケーブルが完全に挿入され、しっかりはまっていることを確認します。
図2-3「銅ケーブルの接続」 には、銅ケーブル (ポートごとに 1 本のケーブル) を使用して
Universal HBA を接続する方法を示します。

図   2-3 銅ケーブルの接続

2. 銅ケーブルのもう一方の端をサポートされているスイッチの空の SFP+ ケージに挿入します。

3. 第3章「動作プロトコルモードの構成」で示した手順に従って、Universal HBA の現在の動作
プロトコルモードを確認してから、その動作モードを認識するようにシステムソフトウェアを構成
します。

4. システムの電源が切断されている場合は、30 ページの「電源を投入する方法」の説明ど
おりに、システムの電源を投入します。

光ケーブルを接続する方法

注記 - このセクションは、光トランシーバモジュールを使用した Universal HBA 構成
にのみ適用されます。10 GbE FCoE 銅構成で Universal HBA を構成する場合
は、27 ページの「銅ケーブルを接続する方法」を参照してください。
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Universal Host Bus Adapter に光ケーブルを接続するときは、短波長または短距離
の光モジュール構成に関する 10 ページの「Universal HBA の機能および仕様」の表
1-1「Universal Host Bus Adapter の機能と仕様」 で示した仕様に従った、短波長レーザー
向けのマルチモード光ファイバケーブルを必ず使用してください。

Universal HBA には、光ケーブルを 1 本または 2 本接続できます。Universal HBA に光
ケーブルを接続するたびに、次の手順を実行します。

1. 光ファイバケーブルの一方の端を Universal HBA の LC コネクタに接続します。

図2-4「光ケーブルの接続 」 には、2 本の光ファイバケーブルをデュアルポート HBA (ポートご
とに 1 本のケーブル) に接続する方法を示します。

図   2-4 光ケーブルの接続

2. ケーブルのもう一方の端をサポートされているスイッチまたはストレージデバイスに接続しま
す。

注記 - 光ケーブルを切断または接続する前に、システムの電源を切断する必要はありません。
Universal HBA は、ホットプラグ機能をサポートしています。

3. 第3章「動作プロトコルモードの構成」で示した手順に従って、Universal HBA の現在の動作
プロトコルモードを確認してから、その動作モードを認識するようにシステムソフトウェアを構成
します。
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4. システムの電源が切断されている場合は、30 ページの「電源を投入する方法」の説明ど
おりに、システムの電源を投入します。

電源を投入する方法

注記 - システムの電源を投入する前に、第3章「動作プロトコルモードの構成」で Universal
HBA の動作プロトコルモードを変更する方法を参照してください。構成のエラーが発生する可
能性を避けるには、システムの電源を投入する前に、第3章「動作プロトコルモードの構成」の手
順を実行することが重要です。

Universal HBA を取り付ける前にシステムの電源を切断した場合は、次のように電源を投入
します。

1. Universal HBA がシステムにしっかりと取り付けられていることを確認します。

2. 適切なデータケーブルが接続されていることを確認します。

3. 使用しているシステムの設置マニュアルまたはサービスマニュアルを参照して、システムの電
源投入方法を確認します。

4. 表2-2「CNA モードでの Universal Host Bus Adapter の LED ステータスインジケー
タ」 (10 Gb FCoE) または表2-3「ファイバチャネルのみモードでの Universal Host Bus
Adapter の LED ステータスインジケータ」 (16 Gb、8 Gb、または 4 Gb FC) で示したように
発光ダイオード (LED) のステータスを見て、Universal HBA が動作していることを確認しま
す。

図2-5「Universal Host Bus Adapter の LED」 に示すように、Universal HBA の固定部
品の開口部から、緑色の LED を確認できます。
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図   2-5 Universal Host Bus Adapter の LED

図の説明

1 ロープロファイルの固定部品 (標準)
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2 ポート 2 LED (詳細は、表2-2「CNA モードでの Universal Host Bus Adapter の LED ステータスインジ
ケータ」 および表2-3「ファイバチャネルのみモードでの Universal Host Bus Adapter の LED ステータスイン
ジケータ」 を参照)

3 ポート 2 LC コネクタ
4 ポート 1 LC コネクタ
5 ポート 1 LED (詳細は、表2-2「CNA モードでの Universal Host Bus Adapter の LED ステータスインジ

ケータ」 および表2-3「ファイバチャネルのみモードでの Universal Host Bus Adapter の LED ステータスイン
ジケータ」 を参照)

LED ステータスインジケータの理解

ポート 1 とポート 2 の LED ステータスインジケータ (図2-5「Universal Host Bus Adapter
の LED」 を参照) は、Universal HBA の動作プロトコルモードによって異なります
(36 ページの「現在の動作プロトコルモードの確認および変更」を参照)。

■ 表2-2「CNA モードでの Universal Host Bus Adapter の LED ステータスインジケー
タ」 には、CNA モードでの LED ステータスインジケータの概要を示します。この表のモー
ド、アクティビティー、およびリンク LED の列は、図2-5「Universal Host Bus Adapter の
LED」 の LED に左から右に対応しています。

■ 表2-3「ファイバチャネルのみモードでの Universal Host Bus Adapter の LED ステータ
スインジケータ」 には、ファイバチャネル (FC) のみモードの LED ステータスインジケータの
概要を示します。この表の 16 Gb、8 Gb、および 4 Gb の列は、図2-5「Universal Host
Bus Adapter の LED」 の LED に左から右に対応しています。

表 2-2 CNA モードでの Universal Host Bus Adapter の LED ステータスインジケータ

モード LED アクティビティー LED リンク LED アクティビティー

オフ オフ オフ 電源切断

オン オフ オフ 電源投入 (リンクなし)

オン オン オン 電源投入、10 GbE リンク確立済み、アクティビティーなし

オン 点滅 オン 10 GbE リンク確立済み、送受信 Ethernet またはスト
レージアクティビティー (あるいは両方)

オン 低速の点滅 (リンク
LED と交互)

低速の点滅 (アクティ
ビティー LED と交互)

ビーコン



ハードウェアの取り外し

第 2 章 Universal HBA の取り付けと取り外し 33

表 2-3 ファイバチャネルのみモードでの Universal Host Bus Adapter の LED ステータスインジケータ

16 Gb FC LED (オレンジ
色)

8 Gb FC LED (緑色) 4 Gb FC LED (オレンジ
色)

アクティビティー

オフ オフ オフ 電源切断

オン オン オン 電源投入 (ファームウェアの初期化前)

点滅 点滅 点滅 電源投入 (ファームウェアの初期化後)

順に点滅 順に点滅 順に点滅 ファームウェアの障害

オフ オフ オンまたは点滅 4 Gb リンク確立済み (オン)、アクティブ (点滅)

オフ オンまたは点滅 オフ 8 Gb リンク確立済み (オン)、アクティブ (点滅)

オンまたは点滅 オフ オフ 16 Gb リンク確立済み (オン)、アクティブ (点滅)

点滅 オフ 点滅 ビーコン

ハードウェアの取り外し
次の手順では、Universal HBA を取り外す方法について説明します。取り外し手順の詳細
は、使用しているシステムの設置マニュアルまたはサービスマニュアルを参照してください。

ハードウェアの取り外し作業の概要を次に示します。

1. オペレーティングシステムを停止して、システムの電源を切断します。
2. Universal HBA ハードウェアを取り外します。

Universal Host Bus Adapter を取り外す方法
1. ESD ストラップを手首に装着します (19 ページの「ESD および取り扱いに関する注意事

項の順守」を参照)。

2. 使用しているシステムのドキュメントを参照して、システムを停止して電源を切り、電源ケーブ
ルを抜きます。

3. すべてのケーブルを取り外します。

4. ケースのねじを外して、システムケースを取り外します。

5. パネルのねじまたはクリップの、いずれか使用している方を外して、Universal HBA の固定部
品をシステムから取り外します。
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これで、Universal HBA を取り外すことができます。
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動作プロトコルモードの構成

この章では、Universal HBA の現在の動作プロトコルモードを確認する方法と、必要に応じて
Universal HBA 動作プロトコルモードを変更する方法について説明します。HBA を基本バー
ジョンから別の構成に変更することにした場合は、この章で示す情報を使用して、Universal
HBA の構成に対応する新しい動作プロトコルモードを認識するようにシステムを手動で構成
します。

この章には、次のセクションが含まれています。

■ 35 ページの「動作プロトコルモードについて」
■ 36 ページの「現在の動作プロトコルモードの確認および変更」

動作プロトコルモードについて
Universal HBA には、次の 2 つの動作プロトコルモードがあります。

■ ファイバチャネル (FC) のみ
■ コンバージドネットワークアダプタ (CNA) (または FCoE)

動作プロトコルモードによって、実装する Universal HBA 構成をシステムが認識する方法が
決まります。

Universal HBA の構成を変更するたびに、システム上の新しい Universal HBA の構成
に適切な動作プロトコルモード (FC のみまたは CNA) が関連付けられていることを確認する
必要があります。表3-1「構成ごとの必要なアダプタ動作プロトコルモード」 には、Universal
HBA の各構成に関連付けられた適切な動作プロトコルモードを示します。

表 3-1 構成ごとの必要なアダプタ動作プロトコルモード

Universal HBA の構成 動作プロトコルモード

10 GbE FCoE 銅 CNA
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Universal HBA の構成 動作プロトコルモード

16 Gb FC SW 光 FC のみ

10 GbE FCoE SR 光 CNA

16 Gb FC LW 光 FC のみ

現在の動作プロトコルモードの確認および変更

35 ページの「動作プロトコルモードについて」で説明したように、各 Universal HBA
の構成に 2 つの動作プロトコルモード (FC のみ、CNA) のいずれかが関連付けられま
す。10 ページの「Universal HBA の機能および仕様」で説明した有効な構成オプションのい
ずれかに Universal HBA を構成したら、新しい Universal HBA の構成に適切な動作プロ
トコルモードが関連付けられていることを確認する必要があります。

現在の Universal HBA 構成に適切な動作プロトコルモードが関連付けられている場合は、そ
れ以上の手順を実行する必要はありません。それ以外の場合は、システム上の動作プロトコル
モードを適切なモードに手動で変更する必要があります。

Universal HBA の構成に関連付けられた動作プロトコルモード構成を確認および変更するに
は、次のツールのいずれかを使用します。

■ 旧バージョンの x86 システム用の BIOS ユーティリティー – 37 ページの「Fast!UTIL
ユーティリティーを使用して動作プロトコルモードを確認および変更する方法」を参照してく
ださい。

■ x86 システム用の UEFI ユーティリティー – 43 ページの「UEFI 設定メニューを使用
して動作プロトコルモードを確認および変更する方法」を参照してください。

■ Oracle SPARC システム用の FCode – 46 ページの「FCode ユーティリティーを使用
して動作プロトコルモードを確認および変更する方法」を参照してください。

■ QLogic QConvergeConsole CLI 管理ツール –
49 ページの「QConvergeConsole の対話型 CLI を使用して動作プロトコルモードを
確認および変更する方法」を参照してください。

■ QLogic QConvergeConsole GUI 管理ツール –
51 ページの「QConvergeConsole の GUI を使用して動作プロトコルモードを確認お
よび変更する方法」を参照してください。

このセクションの情報は、2013 年 7 月現在のものです。最新の情報については、使用してい
る管理ツールのドキュメントを参照してください。
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■ BIOS Fast!UTIL ユーティリティー (旧バージョンの x86 サーバー): Readme ファイル

■ UEFI (新しい x86 サーバー) – x86 サーバーのドキュメント
■ FCode (Oracle SPARC サーバー) – Readme ファイル

■ QConvergeConsole GUI 管理ツール – オンラインヘルプ
■ QConvergeConsole CLI 管理ツール – QLogic Web サイトにある QConvergeConsole

CLI のユーザーズガイド。

Fast!UTIL ユーティリティーを使用した動作プロトコル
モードの確認および変更

このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 37 ページの「Fast!UTIL ユーティリティーを使用して動作プロトコルモードを確認および
変更する方法」

■ 42 ページの「PXE ブートを構成する方法」

Fast!UTIL ユーティリティーを使用して動作プロトコルモードを確認およ
び変更する方法

この手順では、旧バージョンの x86 システムで BIOS Fast!UTIL ユーティリティーを使用して、
Universal HBA の動作プロトコルモードを確認および変更する方法について説明します。

1. システムの電源投入開始時に Ctrl-Q を押します。

図3-1「Fast!UTIL の起動 (ファイバチャネル)」 および図3-2「QLogic Fast!UTIL の起動
(FCoE)」 で示すとおりに、QLogic Fast!UTIL メニューが表示されます。
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図   3-1 Fast!UTIL の起動 (ファイバチャネル)
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図   3-2 QLogic Fast!UTIL の起動 (FCoE)

2. Fast!UTIL ユーティリティーが起動したら、図3-3「Fast!UTIL のアダプタ選択画面」 に示すよ
うに Universal HBA を選択します。
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図   3-3 Fast!UTIL のアダプタ選択画面

3. 図3-4「「Fast!Util Options」メニュー」 で示すように、オプションメニューから「Personality
Setting」を選択し、Enter キーを押します。
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図   3-4 「Fast!Util Options」メニュー

4. 図3-5「Fast!Util でのアダプタのパーソナリティー (動作プロトコルモード) の変更」 に示した
とおりに、Universal HBA の現在の動作プロトコルモード (FC または CNA のいずれか) が
表示されます。

現在の動作プロトコルモードが適切である場合は、ステップ 6 に進みます。現在の動作プロトコ
ルモードが適切でない場合は、ステップ 5 に進みます。
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図   3-5 Fast!Util でのアダプタのパーソナリティー (動作プロトコルモード) の変更

5. Enter キーを押して動作プロトコルモードを変更する (Enter キーを押すと、動作プロトコル
モードが FC と CNA で切り替わる) か、Esc キーを押して表示されたモードのままにします。
動作プロトコルモードを CNA に設定する場合、PXE (Preboot Execution Environment)
ブートを使用する予定があるときは、PXE ブートを手動で有効にする必要があります。詳細
は、42 ページの「PXE ブートを構成する方法」を参照してください

6. Esc キーを押して設定メニューを終了してから、システムをリブートします。

PXE ブートを構成する方法

Universal HBA の動作プロトコルモードを CNA に設定した場合、HBA を PXE ブートデバ
イスとして使用する予定があるときは、BIOS Fast!UTIL ユーティリティーの Readme ファイル
の手順に従って PXE ブートを構成する必要があります。この手順では、PXE を構成するため
に BIOS Fast!UTIL ユーティリティーの Readme ファイルにアクセスする方法について説明し
ます。

1. QLogic Web サイトの Oracle サポート領域に移動します。
http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx

http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
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2. ガイド付き検索の選択ボックスから、次のように選択します。

■ 最初のボックス – Converged Network Adapters
■ 中央のボックス – 7101674
■ 最後のボックス - システムで使用しているオペレーティングシステム。

3. 「Go」をクリックします。

4. 表示されるページで、「Boot Code」表まで下へスクロールし、「Multi-boot Image for
Universal HBA」をクリックします。

エンドユーザーソフトウェアライセンス契約が表示されます。

5. エンドユーザーソフトウェアライセンス契約を確認し、「I Agree」をクリックします。

マルチブートイメージの .zip ファイルがシステムにダウンロードされます。

6. ダウンロード完了後、システム上の .zip ファイルの場所に移動し、.zip ファイルからファイルを
抽出します。

これで、.zip ファイルから抽出された PXE ディレクトリなどのディレクトリとファイルにアクセス
できます。

7. PXE ディレクトリに移動し、 Readme.txt ファイルをダブルクリックして開きます。

8. Readme.txt ファイルの「System Configuration」セクションの手順に従います。

UEFI 設定メニューを使用して動作プロトコルモードを確
認および変更する方法

この手順では、x86 システムで UEFI ユーティリティーを使用して、Universal HBA の動作プ
ロトコルモードを確認および変更する方法について説明します。

1. システムから UEFI 設定メニューに入ります。

2. 図3-6「UEFI 設定の「UEFI Driver Control」タブ (ファイバチャネル)」 に示すように、「UEFI
Driver Control」タブを選択します。
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図   3-6 UEFI 設定の「UEFI Driver Control」タブ (ファイバチャネル)

3. 画面の左側で Universal HBA を選択します。

4. 図3-7「「Advanced Settings」の選択」 に示すように、「Advanced Settings」を選択します。
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図   3-7 「Advanced Settings」の選択

5. 図3-8「パーソナリティー (動作プロトコルモード) の選択」 に示すように、「Adapter
Personality」(動作プロトコルモード) を選択し、必要に応じてモード (FC または CNA) を選
択します。
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図   3-8 パーソナリティー (動作プロトコルモード) の選択

6. 「Save and Reset」を使用して UEFI メニューを終了します。

FCode ユーティリティーを使用して動作プロトコルモードを
確認および変更する方法

この手順では、Oracle SPARC システムで FCode ユーティリティーを使用して、Universal
HBA の動作プロトコルモードを確認および変更する方法について説明します。

1. ok プロンプトで show-disks コマンドを入力して、QLogic FC/FCoE デバイスパスを一覧表
示します。

{0} ok show-disks

a) /pci@400/pci@2/pci@0/pci@f/pci@0/usb@0,2/hub@2/hub@3/storage@2/disk

b) /pci@400/pci@2/pci@0/pci@4/SUNW,qlc@0,1/fp@0,0/disk

c) /pci@400/pci@1/pci@0/pci@4/SUNW,qlc@0/fp@0,0/disk

d) /pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pci@0/usb@0,2/hub@3/storage@2/disk

e) /iscsi-hba/disk

q) NO SELECTION
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2. ok プロンプトで select コマンドを入力して、Universal Host Bus Adapter の 1 番目のポー
トを選択します。

選択したものに応じて、次の例のいずれかと同様の出力が表示されます。

{0} ok select /pci@400/pci@1/pci@0/pci@4/SUNW,qlc@0

QLogic QLE8362 FC Host Adapter FCode(SPARC): 4.02b1 2012-06-25 08:51

ISP Firmware version 6.00.12

{0} ok select /pci@400/pci@2/pci@0/pci@4/SUNW,qlc@0

7101674, Sun Storage 16Gb FC PCIe Universal HBA, QLogic 7023303

ISP Firmware version 6.06.02

3. ok プロンプトで set-personality コマンドを入力して、Universal HBA の動作プロトコル
モードを変更します。

次の例は、モードの変更を示しています (ここでは、FC から CNA)。

{0} ok set-personality

Current Personality : FC

Do you want to change it? (y/n) y

Choose Personality :

0 - FC

1 - CNA

enter: 1

.

{0} ok reset-all

QConvergeConsole CLI を使用した動作プロトコルモー
ドの確認および変更

注記 - QConvergeConsole CLI ユーティリティーのインストールの詳細は、
QConvergeConsole CLI のユーザーズガイドを参照してください。

QLogic QConvergeConsole コマンド行インタフェース (CLI) ユーティリティーは、SAN 内の
QLogic ファイバチャネルアダプタ、インテリジェントイーサネットアダプタ、およびコンバージド
ネットワークアダプタを構成および管理する際に使用されます。QConvergeConsole CLI に
は、対話モードと非対話モードの 2 つの動作モードがあります。

非対話モードでは、CLI を使用して、オペレーティングシステムプロンプトでスイッチおよび関連
する設定を含む完全なコマンド行を入力します。対話モードでは、メニューから情報を選択する
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ように求めるプロンプトが表示されるメニュー駆動型のインタフェースを使用して、目的の操作
を実行します。

注記 - QConvergeConsole CLI では大文字と小文字が区別されます。

QConvergeConsole の非対話型 CLI を使用して動作プロトコルモー
ドを確認および変更する方法

次の手順に従って、Windows、Linux、または Oracle Solaris OS で非対話モードの
QConvergeConsole CLI を使用して、Universal HBA の動作プロトコルモードを確認およ
び変更します。

1. オペレーティングシステムシェルを開きます。

2. (オプション) 次のコマンドを発行して、Universal HBA の現在の動作プロトコルモードを表示
します。

qaucli -pc hba-instance --info

ここで、hba-instance は Universal HBA の HBA インスタンス番号です。Universal HBA
のインスタンス番号を検索するには、-g コマンドを発行します。

3. 次のコマンドを発行して、Universal HBA の動作プロトコルモードを変更します。

qaucli -pc hba-instance --type mode

ここでは:

hba-instance は、Universal HBA の HBA インスタンス番号です。Universal HBA のイン
スタンス番号を検索するには、-g コマンドを発行します。

mode は次のいずれかです。

■ ■ 動作プロトコルモードをファイバチャネルのみに変更する場合は、fco または 0。

■ 動作プロトコルモードを CNA に変更する場合は、cna または 1。

注記 - この手順は、Universal HBA の 1 つのポート (またはインスタンス) のみで実行する必
要があります。
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4. すべての Universal HBA に対してステップ 1 からステップ 3 を繰り返し、Universal HBA が
取り付けられたシステムのフルパワーリブートを実行します。

注記 - ホットプラグ/ホットスワップ機能を備えたシステムでは、システムのフルパワーリブートを
開始する代わりに、カードのホットプラグによる取り付けおよび取り外しを実行できます。

QConvergeConsole の対話型 CLI を使用して動作プロトコルモード
を確認および変更する方法

このセクションの手順に従って、対話モードの QConvergeConsole CLI を使用して、
Universal HBA の動作プロトコルモードを確認および変更します。

注記 - この手順の例は、FC のみモードの Universal HBA のものです。CNA モードの
Universal HBA で必要な追加手順については、この手順の注記で示します。

1. 次に示すオペレーティングシステムに対応した方法を使用して、QConvergeConsole CLI を
非対話モードで起動します。

■ Windows – 次のいずれかを実行します。

■ デスクトップにある QConvergeConsole CLI のアイコンをダブルクリックします。
■ 「スタート」をクリックし、「すべてのプログラム」をポイントし、「QLogic Management

Suite」をポイントしてから、「QConvergeConsole CLI」をクリックします。
■ インストールディレクトリ (デフォルトは C:\Program Files\QLogic Corporation

\QConvergeConsoleCLI) でコマンドプロンプトを開き、qaucli コマンドを発行します。

■ Linux – qaucli コマンドを発行します。

■ Oracle Solaris – qaucli コマンドを発行します。

メインメニューが表示されます。

 Main Menu

 1:  Adapter Information

 2:  Adapter Configuration

 3:  Adapter Updates

 4:  Adapter Diagnostics

 5:  Adapter Statistics

 6:  Refresh

 7:  Help

 8:  Exit

 

 Please Enter Selection: 
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2. CNA モードでは 1、FC モードでは 2 を入力して「Adapter Configuration」メニューオプショ
ンを選択します。

 Main Menu

 1:  Adapter Information

 2:  Adapter Configuration

 3:  Adapter Updates

 4:  Adapter Diagnostics

 5:  Adapter Statistics

 6:  Refresh

 7:  Help

 8:  Exit

 

 Please Enter Selection: 2

Universal HBA が FC モードの場合は、「Adapter Configuration」メニュー1 が次の手順
で示すメニューオプションとともに表示されます。

3. 「Adapter Configuration」メニューで 13 を入力して「Personality」(動作プロトコルモード)
メニューオプションを選択します。

 Fibre Channel Adapter Configuration

 1:  Adapter Alias

 2:  Adapter Port Alias

 3:  HBA Parameters

 4:  Target Persistent Binding

 5:  Boot Devices Configuration

 6:  Virtual Ports (NPIV)

 7:  Target Link Speed (iiDMA)

 8:  Driver Parameters

 9:  Selective LUNs

10:  QoS

11:  Export (Save) Configuration

12:  Generate Reports

13:  Personality

(p or 0: Previous Menu; m or 98: Main Menu; ex or 99: Quit)

Please Enter Selection:13

注記 - Universal HBA が CNA モードの場合は、メインメニューに追加の選択肢が表示され
ます。CNA モードの場合、メインメニューで 1 を入力して「CNA Configuration」を選択してか
ら、再度 1 を入力して「CNA FCoE Configuration」メニューオプションを選択します。これに
より、「Converged Network Adapter (CNA) FCoE Configuration」メニューが表示されま
す。この時点で、この手順で説明した 13 の代わりに 11 を入力します。

1Universal HBA の現在のパーソナリティーが CNA の場合、メニューのタイトルは「FCoE Converged Network Adapter (CNA) Configuration」です。
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アダプタ選択メニュー2 が表示されます。

4. Universal HBA を選択するには、Universal HBA の番号を入力します。

次の例では、Universal HBA の番号は 1 のみです。

1: HBA Model: QLE8362 SN: AFE1224F05264

      Port   2 WWPN: 21-00-00-0E-1E-08-F2-11 SFP not installed

      Port   1 WWPN: 21-00-00-0E-1E-08-F2-10 SFP not installed

(p or 0: Previous Menu; m or 98: Main Menu; ex or 99: Quit)

Please Enter Selection: 1

パーソナリティーの変更を確認するように求めるプロンプトが表示されます3。

5. プロンプトで y を入力して受け入れるか、n を入力して取り消します。

Change personality to CNA? (y/n): y

変更を確定するメッセージが表示されます。

6. メッセージの手順に従って、Universal HBA の動作プロトコルモードの変更を完了します。

次の例は、手順を含むメッセージです。

Personality type of HBA instance 1 (QLE8362) has been changed successfully.

Please power cycle machine. Make sure to change the SFP module to a compatible

one (FC) before reboot.

注記 - ホットプラグ/ホットスワップ機能を備えたシステムでは、システムのフルパワーリブートを
開始する代わりに、カードのホットプラグによる取り付けおよび取り外しを実行できます。

QConvergeConsole の GUI を使用して動作プロトコル
モードを確認および変更する方法
QLogic QConvergeConsole GUI ユーティリティーは、SAN 内の QLogic アダプタを集
中的に管理および構成できるブラウザベースのクライアント/サーバーアプリケーションです。
QLogic QConvergeConsole GUI をインストールおよび管理する手順については、QCC

2Universal HBA の現在のパーソナリティーが CNA の場合、表示された情報が CNA に反映されます。
3Universal HBA の現在のパーソナリティーが CNA の場合、このプロンプトは「Change personality to FC Only?」です。
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GUI インストールパッケージに含まれる ReadMe ファイルを参照してください。また、QLogic
Web サイトの Oracle サポート領域で QLogic QConvergeConsole GUI のユーザーズガイ
ドを入手することもできます。

次の手順に従って、Universal HBA の動作プロトコルモードを確認および変更します。

1. Web ブラウザを開きます。

2. ブラウザのアドレスバーで、QConvergeConsole がインストールされているサーバーを指定
します。

■ リモートサーバー: http://<server-IP-address>:8080/QConvergeConsole/

■ ローカルサーバー: http:localhost:8080/QConvergeConsole/

QConvergeConsole のメインウィンドウが表示されます。図3-9「QConvergeConsole のメ
イン画面」 は、QConvergeConsole のメイン画面の例であり、画面の主要な部分が示されて
います。

図   3-9 QConvergeConsole のメイン画面

3. 次のように、Universal HBA を含むホストに接続します。
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a.   QConvergeConsole 画面の左上隅にある「Input hostname/address」フィールドを
見つけます。

b.   図3-10「QConvergeConsole でのホストへの接続」 に示すように、「Input
hostname/address」フィールドにホストの名前または IP アドレスを入力します。

図   3-10 QConvergeConsole でのホストへの接続

c.   「Connect」をクリックして接続を開始します。

接続が確立されたら、図3-9「QConvergeConsole のメイン画面」 に示すように、ホスト
およびその HBA がシステムツリーに表示されます。

注記 - Oracle Solaris 10 ホストから Oracle Solaris 11 ホストへの接続を許可するには、
Oracle Solaris 11 ホストをリブートするたびに、Oracle Solaris 11 ホストで netservices
open コマンドを発行する必要があります。ただし、Oracle Solaris 10 または Oracle Solaris
11 から Oracle Solaris 10 ホストへの接続は、どちらかのホストで netservices open コマ
ンドを発行しなくても確立できます。

d.   図3-11「選択したアダプタに対応した「Personality」タブ」 に示すように、システムツリー
でホスト上の Universal HBA を選択してから、「Personality」(動作プロトコルモード) タ
ブを選択します。
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図   3-11 選択したアダプタに対応した「Personality」タブ

4. ファイバチャネルの場合は「FC Only」、コンバージドネットワークアダプタの場合は「CNA」を
選択して、Universal HBA のパーソナリティー (動作プロトコルモード) を設定します。

5. 「Save」をクリックして、新しい設定を保存します。

6. QConvergeConsole を閉じ、変更を有効にするために Universal HBA が取り付けられてい
るシステムをリブートします。

注記 - ホットプラグ/ホットスワップ機能を備えたシステムでは、システムのフルパワーリブートを
開始する代わりに、カードのホットプラグによる取り付けおよび取り外しを実行できます。
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 4 ♦  ♦  ♦        第    4    章 

ソフトウェアのインストール

ハードウェアの取り付けが完了し、システムに電源を入れたら、この章で説明するように、使用
しているオペレーティングシステムに固有の Universal HBA ドライバおよびその他の必要な
ユーティリティーをインストールできます。

この章には、次のセクションが含まれています。

■ 55 ページの「Oracle Solaris OS 用のドライバソフトウェア」
■ 56 ページの「Red Hat および SUSE Linux OS 用のソフトウェアのインストール」
■ 57 ページの「VMware テクノロジ用のソフトウェアのインストール」
■ 58 ページの「Windows OS 用のソフトウェアのインストール」
■ 59 ページの「Oracle Solaris、Red Hat、SUSE Linux、および Windows OS の診

断サポート」
■ 60 ページの「BIOS および FCode を更新するための CLI のインストール」
■ 60 ページの「Universal HBA ファームウェアの更新」

Oracle Solaris OS 用のドライバソフトウェア

Universal HBA を使用する前に、次の SRU バージョンまたはパッチによって Oracle
Solaris OS 用の Universal HBA ドライバソフトウェアを更新します。

■ SPARC および x86 プラットフォーム版の Oracle Solaris 11.1 OS – SRU 7
■ SPARC プラットフォーム版の Oracle Solaris 10 1/13 OS – パッチ 149167-01 およ

び 149175-03
■ x86 プラットフォーム版の Oracle Solaris 10 1/13 OS – パッチ 149168-01 および

149176-03

最新の使用可能な SRU バージョンおよびパッチは、http://support.oracle.com/ にありま
す。

http://support.oracle.com/
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Oracle Solaris の診断サポート

Universal HBA の診断サポートは、Oracle VTS ソフトウェアに含まれています。Oracle
VTS ソフトウェアは http://support.oracle.com でダウンロードできます。

Oracle VTS ソフトウェアについては、http://docs.oracle.com/cd/E19719-01/index.html
の Oracle VTS ドキュメントを参照してください。

Oracle VTS ソフトウェアの一部として提供される qlctest ユーティリティーは、次の機能をサ
ポートしています。

■ 接続性の検証
■ ファームウェアバージョンおよびチェックサムのテスト
■ 自己診断
■ ループバックテスト

■ 外部 (すべての Universal HBA (FC モードのみ) がシステム内に存在)

注記 - Universal HBA では、16 Gb/s の OM3 ループバックケーブル (またはそれ以上) が
必要です。

■ 内部、シングルビット
■ 内部、10 ビット
■ メールボックス

Red Hat および SUSE Linux OS 用のソフトウェアのインストール
Universal HBA を使用する前に、QLogic Web サイトの Oracle サポート領域で最新のド
ライバをチェックしてください。ドライバとユーティリティー、および ReadMe ガイドは、http://
driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx にありま
す。

診断サポートに関しては、Linux ドライバの再構築が必要になることがあります。Linux 用のド
ライバを再構築する前に、ハードディスクに必要な Linux OS をインストールしておく必要があ
ります。ドライバおよびユーティリティーは、QLogic Web サイトの Oracle サポート領域からダ
ウンロードできます。

http://support.oracle.com
http://docs.oracle.com/cd/E19719-01/index.html
http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
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Red Hat および SUSE Linux OS 版の Universal HBA
ソフトウェアをインストールする方法

1. QLogic Web サイトの Oracle サポート領域に移動します。 http://driverdownloads.
qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx

2. Universal HBA のパーツ番号 (7101674) を使用して、Universal HBA の検索を実行しま
す。

3. 「Linux Driver」セクションをクリックし、ダウンロードするドライバのバージョンを探します。

Universal HBA が CNA/FCoE モードで動作している場合は、FC/FCoE ドライバとこのセ
クションで入手可能なネットワークドライバの両方を更新する必要があることがあります。

4. ダウンロードするドライバのバージョンをクリックし、「Download Now」をクリックします。

5. システムのハードディスク上のディレクトリにファイルを保存します。

6. ドライバに関連する Readme ファイルのインストール手順に従って、ドライバのインストールを
完了します。

7. システムで必要な追加の Linux ドライバおよびユーティリティーに対して、ステップ 1 からス
テップ 6 を繰り返します。

VMware テクノロジ用のソフトウェアのインストール
Universal HBA を使用する前に、QLogic Web サイトの Oracle サポート領域で最新のド
ライバをチェックしてください。ドライバとユーティリティー、および関連する Readme ファイル
は、http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
にあります。

VMware テクノロジ版の Universal HBA ソフトウェアをイ
ンストールする方法

1. QLogic Web サイトの Oracle サポート領域に移動します。 http://driverdownloads.
qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx

http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
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2. HBA のパーツ番号 (7101674) を使用して、Universal HBA の検索を実行します。

3. 「VMware Driver」セクションをクリックし、ダウンロードするドライバのバージョンを探します。
Universal HBA が CNA/FCoE モードで動作している場合は、FC/FCoE ドライバとこのセ
クションで入手可能なネットワークドライバの両方を更新する必要があることがあります。

4. ダウンロードするドライバのバージョンをクリックし、「Download Now」をクリックします。

5. システムのハードディスク上のディレクトリにファイルを保存します。

6. ドライバに関連する Readme ファイルのインストール手順に従って、ドライバのインストールを
完了します。

7. 必要な追加の VMware ドライバおよびユーティリティーに対して、ステップ 1 からステップ 6
を繰り返します。

Windows OS 用のソフトウェアのインストール
Universal HBA を使用する前に、QLogic Web サイトの Oracle サポート領域で最新のド
ライバをチェックしてください。ドライバとユーティリティー、および関連する Readme ファイル
は、http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
にあります。

Windows OS 版の Universal HBA ソフトウェアをインス
トールする方法

1. QLogic Web サイトの Oracle サポート領域に移動します。 http://driverdownloads.
qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx

2. HBA のパーツ番号 (7101674) を使用して、Universal HBA の検索を実行します。

3. 「Windows Driver」セクションをクリックし、ダウンロードするドライバのバージョンを探します。
Universal HBA が CNA/FCoE モードで動作している場合は、FC/FCoE ドライバとこのセ
クションで入手可能なネットワークドライバの両方を更新する必要があることがあります。

4. ダウンロードするドライバのバージョンをクリックし、「Download Now」をクリックします。

http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
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5. システムのハードディスク上のディレクトリにファイルを保存します。

6. ドライバに関連する Readme ファイルのインストール手順に従って、ドライバのインストールを
完了します。

7. 必要な追加の Windows ドライバおよびユーティリティーに対して、ステップ 1 からステップ 6
を繰り返します。

Oracle Solaris、Red Hat、SUSE Linux、および Windows OS の診
断サポート

Universal Host Bus Adapter の診断サポートは、QLogic QConvergeConsole グラフィ
カルユーザーインタフェース (GUI) ユーティリティーまたは QConvergeConsole コマンド行イ
ンタフェース (CLI) ユーティリティーを介して利用できます。これらのユーティリティーは、次の機
能をサポートします。

■ 接続性の検証
■ BIOS、FCode、EFI、およびファームウェアのバージョン情報
■ トポロジ、データ速度、統計などのリンクステータス
■ 重要な製品データ (VPD) の情報
■ 接続されたデバイス一覧
■ Option ROM、NVRAM 更新ユーティリティー
■ ループバックテスト
■ 読み取り/書き込みバッファーテスト

Oracle Solaris、Red Hat、および SUSE Linux OS の診
断サポートをインストールする方法

1. QLogic Web サイトの Oracle サポート領域に移動します。

http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx

2. HBA のパーツ番号 (7101674) を使用して、Universal HBA の検索を実行します。

3. 表の下にある「Software for」行で、「Linux」をクリックします。

http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
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4. QConvergeConsole CLI または QConvergeConsole GUI ユーティリティーを探します。

5. ユーティリティー名をクリックして、インストールファイルをローカルファイルシステムに保存しま
す。

6. 「Read Me」リンクをクリックして、追加情報を確認します。

BIOS および FCode を更新するための CLI のインストール
ファイバチャネルの BIOS および FCode を更新する必要がある場合は、QLogic
QConvergeConsole コマンド行インタフェース (CLI) を使用して更新できます。

まだ実行していない場合は、QLogic Web サイトの Oracle サポート領域にあるソフトウェア
のセクションから QConvergeConsole CLI ツールをダウンロードできます。

http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx

README.TXT ファイルのインストール手順に従ってください。インストール手順は、これらのツール
用の QLogic ユーザーズガイドでも参照できます。これらのユーザーズガイドも、QLogic Web
サイトの Oracle サポート領域にあります。

BIOS および FCode を更新する手順については、QLogic Web サイトの Oracle サポート領
域にある「Software」セクションで QConvergeConsole CLI のユーザーズガイドを参照してくださ
い。

Universal HBA ファームウェアの更新
このセクションでは、Universal HBA ファームウェアを更新する方法について説明します。

Universal HBA ファームウェアを更新する方法
1. QLogic Web サイト (http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/

Oracle_Search.aspx) からイメージファイルを入手します。
イメージファイルは zip 形式で、名前は次のとおりです。

Oracle_qle83xx_imgx.xx.xxriscy.yy.yy

http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
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ここで、x.xx.xx と y.yy.yy はバージョン番号です。

例: Oracle_qle83xx_img2.02.24risc5.00.41

2. ステップ 1 でダウンロードしたイメージファイルを解凍し、.bin ファイルをローカルディレクトリ
に保存します。

3. ターミナルウィンドウから、.bin ファイルが配置されているディレクトリに移動し、コマンド行で
qaucli を入力して、QConvergeConsole コマンド行インタフェースユーティリティーを実行し
ます。

QConvergeConsole ユーティリティーのメインメニューが表示されます。

4. メインメニューから 3 を入力して「Adapter Updates」メニューオプションを選択します。

QConvergeConsole

 

CLI - Version 1.1.0 (Build 9)

 

Main Menu

 

1:  Adapter Information

2:  Adapter Configuration

3:  Adapter Updates

4:  Adapter Diagnostics

5:  Adapter Statistics

6:  Refresh

7:  Help

8:  Exit

 

Please Enter Selection: 3

5. 表示された「Fibre Channel Adapter Update」メニューから 1 を入力して「Flash Update」
メニューオプションを選択します。

QConvergeConsole

 

CLI - Version 1.1.0 (Build 9)

 

Fibre Channel Adapter Update

 

1:  Flash Update

2:  Paramaters Update

3:  Paramaters Template Update

4:  Firmware Preload Update

5:  FC Serdes Table Update 



Universal HBA ファームウェアを更新する方法

62 Sun Storage 16 Gb Fibre Channel PCIe Universal Host Bus Adapter、QLogic 設置ガイド • 2015 年 7 月

(p or 0: Previous Menu; m or 98: Main Menu; ex or 99: Quit)

 

Please Enter Selection: 1

6. 表示された「Flash Update」メニューから Universal HBA を選択し、ステップ 2 のフラッシュ
.bin ファイルの名前を入力します。

QConvergeConsole

 

CLI - Version 1.1.0 (Build 9)

 

Flash Update

 

1: HBA Model: QLE8362  SN: 040200A+1231081525

 Port   1 WWPN: 21-00-00-0E-1E-10-51-10 Online

 Port   2 WWPN: 21-00-00-0E-1E-10-51-11 SFP not installed

 

 

(p or 0: Previous Menu; m or 98: Main Menu; ex or 99: Quit)

Please Enter Selection: 1

Enter a file name or Hit <RETURN> to abort: hld20224.bin

続行する前に、QConvergeConsole ユーティリティーにフラッシュイメージファイル名が表示さ
れます。

7. プロンプトで、次のいずれかを実行します。

■ 画面に表示されたイメージファイルのバージョンが適切な場合は、1 を入力して操作を続
行します。

■ イメージファイルのバージョンが適切でない場合は、2 を入力して操作を取り消し、適切な
.bin ファイルを入力します。

QConvergeConsole

 

CLI - Version 1.1.0 (Build 9)

 

 

Updating the flash image from the current version v020199

to the new version v020224

 

Do you want to proceed with the operation?

 

1: Yes

2: No

 

Please Enter Selection: 1
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8. プロンプトで、次のいずれかを実行します。

■ 1 を入力すると、すぐにファームウェアがアクティブになります。

■ すぐに新しいファームウェアをアクティブにしない場合は、2 を入力します。

QConvergeConsole

 

CLI - Version 1.1.0 (Build 9)

 

 

Flash Update: Confirm adapter reset

 

Activate new firmware after upgrade is complete?

 

1: Yes

2: No

 

Please Enter Selection: 1

9. フラッシュの更新が完了したことを示すメッセージが表示されるまで待機します。

Validating Flash Image File... Success

Updating Flash on HBA port(s) - QLE8362. Please wait...

Updating Adapter FC Boot Code... Success

Updating Adapter NIC Boot Code... Success

Updating Adapter FCoE Boot Code... Success

Updating Adapter CRBInit... Success

Updating Adapter BootLoader... Success

Updating Adapter PEGTune ... Success

Updating Adapter FCoE FW... Success

Updating Adapter FC FW... Success

Updating Adapter NIC/CNA FW... Success

Updating Adapter NIC/CNA VPD... Success

Updating Adapter FC VPD... Success

Updating Adapter FC VPD... Success

Flash update complete. Changes have been saved to the HBA port(s).

Hit <Enter> to continue:

ファームウェアが正常に更新されました。
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 5 ♦  ♦  ♦        第    5    章 

既知の問題

この章では、Universal HBA の補足情報および回避方法に関する情報について説明します。
サービス担当者向けに固有の変更リクエスト (Change Request、CR) ID 番号が記載されて
います。

この章には次のトピックが含まれています。

■ 65 ページの「FC SR-IOV のサポートのために 1 回限りのファームウェア更新を実行し
てください 」

■ 66 ページの「vpd r/w failed というエラーメッセージが表示される」
■ 67 ページの「Universal HBA から DHCP を使用した boot net を実行できない」

FC SR-IOV のサポートのために 1 回限りのファームウェア更新を実
行してください

CR 19725764

状態:

■ オペレーティングシステム: Oracle Solaris
■ 動作プロトコルモード: CNA および HBA
■ 環境: Universal HBA が SPARC システムに取り付けられ、FC SR-IOV 機能を必要と

している場合

問題:

ファイバチャネル (FC) シングルルート I/O 仮想化 (SR-IOV) (FC SR-IOV) のサポートを
必要とする SPARC システムに Universal HBA を取り付けた場合、Universal HBA の
ファームウェアをバージョン 7.03.00 以上に更新する必要があります。この FC SR-IOV 固有
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のファームウェア更新は、1 回実行するだけで済みます。将来ファームウェアを更新する場合
は、60 ページの「Universal HBA ファームウェアの更新」で説明されている通常のファーム
ウェア更新手順に戻ることができます。

回避方法:

1 回限りの FC SR-IOV ファームウェア更新を実行します。

1. QLogic Web サイトの Oracle サポート領域に移動します。

http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.

aspx

2. HBA のパーツ番号 (7101674) を使用して、Universal HBA を検索します。
3. 「Boot Code」表に移動し、「Multi-Boot Image Update Kit for Universal パーツ番号

(7101674) HBA」を見つけます。
4. 更新キットの名前をクリックして、インストールファイルをローカルファイルシステムに保存し

ます。
5. 「Read Me」リンクをクリックし、Read Me ファイルのインストール手順に従います。

vpd r/w failed というエラーメッセージが表示される

CR 19154195

状態:

■ オペレーティングシステム: Unbreakable Enterprise Kernel (UEK) 3 を備えた
Oracle Enterprise Linux 5.9 オペレーティングシステム (OS)

■ 動作プロトコルモード: CNA および HBA
■ 環境: Universal HBA が x86 システムに取り付けられ、機能検査手順を実行していると

き

問題:

Oracle Linux OS を UEK 3 にアップグレードしたあと、dmesg や lspci などの機能検査コマ
ンドを発行したときに「vpd r/w failed」というメッセージが表示されることがあります。

回避方法:

http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
http://driverdownloads.qlogic.com/QLogicDriverDownloads_UI/Oracle_Search.aspx
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ありません。これらのメッセージは Universal HBA の機能に悪影響を与えないため、無視して
ください。

Universal HBA から DHCP を使用した boot net を実行できない
CR 16232596

状態:

■ オペレーティングシステム: SPARC 環境対応の Oracle Solaris
■ 動作プロトコルモード: CNA
■ ブートデバイス: Universal HBA から boot net
■ 環境: OBP プロンプト

問題:

SPARC システムで CNA モードの Universal HBA を使用して、DHCP を使用した boot
net を実行すると、プロセス中に操作がタイムアウトになり、次のメッセージが表示されることが
あります。

0} ok boot net:dhcp -sv

Boot device:

/pci@400/pci@1/pci@0/pci@4/SUNW,qle@0:dhcp File

and args: -sv

Requesting Internet Address for 0:e:1e:10:18:30

Requesting Internet Address for 0:e:1e:10:18:30

Requesting Internet Address for 0:e:1e:10:18:30

Timed out waiting for TFTP reply

Timed out waiting for TFTP reply

DHCP を使用した boot net プロセスは失敗します。

回避方法:

このようなタイムアウトの状況が発生した場合は、コマンド行でブレークを送信します。

今後、OBP プロンプトで boot net ブートを行うために、DHCP ブートは使用しないでくださ
い。代わりに、次の画面に示すように RARP ブートを使用してください。

0} ok boot net -v

Boot device:
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/pci@400/pci@1/pci@0/pci@4/SUNW,qle@0 File

and args: -v

Requesting Internet Address for 0:e:1e:10:18:30

Using RARP/BOOTPARAMS...

今後、この状況を回避するため、60 ページの「Universal HBA ファームウェアの更新」に説明
するように、Universal HBA ファームウェアを最新のバージョンに更新します。
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用語集

A

ASIC アプリケーション固有集積回路

B

BIOS 基本入出力システム

C

CENELEC 欧州電気標準化委員会

CLI コマンド行インタフェース

CNA コンバージドネットワークアダプタ

D

DAC ダイレクトアタッチ銅線

DAS 直接接続ストレージ

DCR Direct Connecting Receptacle

DHHS 米国保健福祉省
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E
ECC エラーチェックおよび訂正

EE エンハンスドイーサネット

EEPROM 電気的に消去できるプログラム可能な読み取り専用メモリー

ESD 静電放電

F
FC ファイバチャネル

FCoE ファイバチャネルオーバーイーサネット

G
Gb ギガビット

GbE ギガビットイーサネット

GUI グラフィカルユーザーインタフェース

H
HBA Host Bus Adapter

I
IEEE 米国電気電子技術者協会

IP インターネットプロトコル

iSCSI internet Small Computer System Interface

L
LED 発光ダイオード
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LP ロープロファイル

LUN 論理ユニット番号

M

MAC メディアアクセス制御

MSI-X Message Signaled Interrupts - eXtended

N

NIC ネットワークインタフェースカード

O

OFC 光ファイバケーブル

OS オペレーティングシステム

P

PCI Peripheral Component Interconnect

PCIe Peripheral Component Interconnect Express

POST 電源投入時自己診断

R

RAM ランダムアクセスメモリ

RH 相対湿度

RoHS 特定有害物質使用制限指令
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S

SAN ストレージエリアネットワーク

SFP+ 拡張スモールフォームファクタプラガブルトランシーバ

SR 短距離

SW 短波長

T

TOR トップオブラック

U

UCNA ユニバーサルコンバージドネットワークアダプタ

V

VLAN 仮想ローカルエリアネットワーク

W

WWN World Wide Name

WWPN World Wide Port Name
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